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保健師　成田妃佐美です今 月 は

大切な命を支えるために
～９月は自殺予防月間です～

　毎年、全国で２万人の方が自ら命を落としている現状があります。平成

22年度以降、その数は少なくなってきていますが、世界的に見ると日本の

自殺率は世界２位だということ、知ってましたか？

　上ノ国町でもこの10年間で十数人の方が自ら命を落としているとても残念な状況があります。今

月は自殺予防月間ですので、みなさんでこのことについてちょっと考えてみましょう。

　自殺を考えている人はどのような考え方や気持ちになっているのでしょうか。

　考え方が狭くなり、自分で自分を追い込む状況になることがわかりますね。しかしながら⑧の

「生きたい気持ち」と「死にたい気持ち」が揺れ動いていることはとても重要なポイントです。

◎自殺対策計画を策定します

　町では今年度自殺対策計画を策定し、自ら命を落とすことがないよう対策を考えていきたいと思

います。みなさんの声を計画に反映させるためアンケート調査を予定しておりますので、ご協力を

お願い致します。

「自殺」という言葉をきいて、気持ちが沈んだり落ち着かなくなる方は無理して読まないでください。

◎自殺を考えている人の心理

①「もうどうすることもできない」と絶望する気持ち

②「誰も助けてくれない。自分はひとりだ」と孤独を感じる気持ち

③「悲しい」と思う気持ち

④「いますぐ、何とかしないといけない」と焦る気持ち

⑤「苦しい、つらい」と思う気持ち

⑥「生きる価値がない。自分なんかいないほうがいい」と感じる気持ち

⑦「もうどうなってもかまわない」とあきらめの気持ち

⑧「生きたい」という気持ちと「死にたい」という気持ちが揺れ動く状態　など
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